








































































しかし、科学と宗教とが同質的であるか ような見方はもちろん常識的で ない。果たしてこれは正当 議論 し























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































理によって判定されるということである。仮説が他 諸経験全体と整合的であること、それが実際的な場面で有用であること、この基準は科学においても宗教においても、ある程度すでに適用されている 見 ことができる。
というのも、ジェイムズ特有の徹底した経験論からすれば、科学も主観を経由した経験から成る仮説を、行為の差
異に表れる実際的結果によって検証して る 言え からである。例えば唯物論的な近代医療も、治癒 いう実際的結果から構成されてきたも にほかならない。つまり科学と宗教はいずれも、事前 確実な知識がないにもかかわらず、それが真であ かのように行為することによって、仮説を検証すなわち真理化する営みだと言えるのである。
また、ジェイムズは、 ﹃意志﹄と﹃諸相﹄において﹁宗教の科学
︵



















































































































ら、仮説の真偽も時々刻々と更新されていくもの る。こうした真理観は、科学や宗教に絶対的確実性を期待する人々には不満なものであろう。しかし、プラグマティズムを介した改善論的態度によってこそ、科学と宗教とは、現段階でかけ離れた価値観のように見えていても、それぞれの実践の中で、いずれは互いに通約可能な営み なる可能性が期待 きるとは言えないだろ か
結
プラグマティズムによって、ジェイムズが科学と宗教とに提示した視点は、要約 て言えば、科学的真理を相対化
し、これをも真理生成のプロセスと見ること、そして宗教的仮説には整合性を課すこと、ということになろう。こうして捉えなおすならば、科学と宗教 相補的で同質的なもの みなすことが可能 なるだろう。すなわち、どちらも現実のなかに真理 作っていくという人間本性 表 一面な である。
そしてこのとき、検証することは促進することである。事実、科学はそうやって進歩し、より快適で便利な世界を
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